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事業報告
表１ 電話受付件数（新規）
内　　　　　容 18 年 度 19 年 度 20 年 21 年
本人及び家族からのインテーク予約 26 48 	59 	61
関係機関からのケース紹介 	5 	4 	11 	27
電話相談のみで終了（他機関紹介等） 13 40 	32 	55
























子ども（19歳未満） 13 10 10 	9




相 談 の 内 容 幼児 小学生 中学生 高校生 成人
計
18年度 19年度 20年 21年
発達障害（LD・ADHD・自閉症等） 1 13 5 7 	3 13 17 20 29
集団不適応（落着きなし・場面緘黙等） 	5 1 	6 	3 	3 	6
不登校・ひきこもり 1 	2 1 	4 	5 	6 	4
問題行動（リストカット・摂食障害等） 	2 	3 	0 	0
職場・学校などのストレス 	3 	5 	7 	2 	3
家庭内のストレス（介護を含む） 15 	7 	8 	6 15
うつ症状・心身症 等 	1 17 	8 	6 12 18
進路・将来・生き方・性格 2 11 	3 	1 11 13
子育て不安 2 	1 2 	2 	5 	6 	5 	7
心理検査 	3 	1 	1 	3 	3
コンサルテーション
計 4(7) 22(19) 9(3) 9(6) 54(33) 54 57 68 98
註）20年の統計期間は平成20年４月１日～ 12月31日まで	 （ ）内の数字は20年の件数
註）21年の統計期間は平成21年１月１日～ 12月31日まで
表４ 相談回数











391(95) (105) (80) (91)
子ども（19歳未満） 116 110 111 	97
集団心理療法 　4 　3 　1 	14
心理検査 　9 　8 	23 	31
電話でのカウンセリング 156 157 191 169
コンサルテーション 　5 　2 　1 　4
関係機関等との連携 　9 　6 	18 	18
紹介状・報告書の作成 	12 	13 	21 	36
本人への手紙 	16 	10 　7 　9
情報提供 　3 　2 　3 	12
託児 	48 	28 	16 	18
訪問による行動観察 　4 　1 　3 　4









































































回 開催日時 テ ー マ 講 師 名 出席者数
第１回
2009年６月26日（金）
19：00 ～ 21：30
事例検討「はさみ事件で心
と身体を傷つけられた子と
のプレイセラピー―安全な
基地を求めて―」
鵜養啓子先生 
（昭和女子大学大学院）
８名
第２回
2009年９月26日（土）
14：30 ～ 16：30
事例検討「対人関係の困難
さから孤独感を抱える女性
とのカウンセリング」
島谷まき子先生 
（昭和女子大学大学院）
５名
第３回
2009年10月30日（金）
19：00 ～ 21：00
事例検討「過去に固執し、
止まったままでいる男性と
のカウンセリングについ
て」
稲富正治先生 
（川崎幸クリニック）
６名
第４回
2009年11月28日（土）
13：00 ～ 16：00
講師による講義「効果的な
面接作法 マイクロカウン
セリングをもとにして」
秋山邦久先生 
（越谷心理支援センター）
11名
第５回
2009年11月28日（土）
16：30 ～ 19：00
マイクロカウンセリンング
の実践ワーク
秋山邦久先生 
（同上）
11名
第６回
2010年２月27日（土）
16：30 ～ 19：00
ソリューションフォーカス
トアプローチの実践ワーク
秋山邦久先生 
（同上）
10名
第７回
2010年３月19日（金）
19：00 ～ 21：00
事例検討「家族から見捨て
られた孤独感と寂しさを訴
える女性とのカウンセリング」
山登敬之先生 
（東京えびすさまクリニック）
６名
４．今年度の活動全体のまとめ
	 今年度は３期生から11期生までの修了生が参加し、事例検討でのディスカッションや講義・ワークを通
して、心理臨床家としての日常の活動を振り返り、学び合うことができた。
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